
1

��������
���������	
�����������	��
�

����������������������		

��

��������

���������	
��

　とかく会員在住の多い関東地区中心の活動となり

がちなため、地方都市でのサロンを実現していく。

まずは、２００１年度秋以降、阪神地区にて松本評議員

のご協力を頂いて実施したい。

　また、名古屋地区においては中島副会長にご協力

をお願いし、開催時期を検討していくこととする。
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　前項の地方都市でのチェロサロンを実施した場合、

会員数を考えると、非会員以外の参加も多く見込ま

れる。そのため、今後は会員との差別化をはかると

いうこともあり、またマスタークラスに関しては、

会費にて運営されていることを鑑みて、非会員の方

が参加を希望される場合は以下のように参加費を頂

くこととする。

【非会員者】

　チェロサロンへの参加　…　お一人１，０００円を頂く

マスタークラス受講の場合　…　会員になって頂く

　　　〃　　　聴講の場合　…　一律１,０００円を頂く
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　これまでも、会費が高いとの声が少なからずあり、

今後のチェロ協会の規模拡大のためにも正会員と学

生会員の年会費については、２００１年度分より金額を

下げることとする。

   改訂後の年会費は以下の通り

　　　　        正　会　員　…　６，０００円

　　　　        学生会員　…　３，０００円

      （入会金１，０００円、及び賛助会員費は現行のまま）

　新年度会費については、別紙をご参照ください。

　また、松本評議員より７月に神戸で行われる「第

２回１０００人のチェロ・コンサート」へ、プロの方々

の積極的な参加を是非ともお願いしたいとのコメン

トがありました。

　地方都市でのチェロサロンの開催については、詳

細が決まり次第、ご案内をさせて頂きます。

　去る３月６日（火）サントリーホールにて、２００１年に入って最初の評議委員会が開かれました。

　堤剛会長、中島顕副会長、山崎伸子評議員、松本巧評議員、岸本健二評議員が出席、今後の活動

について話し合い、あいにく入試時期と重なったこともあり、残念ながら欠席された評議員の方々

には、後日結果報告をいたしました。

　以下に決定しました項目をご報告致します。



　恒例となりましたプロの先生によるチェロサロン

が３月２０日（火・祝）サントリーホール・リハーサ

ル室にて行われました。

　今回の主宰は毛利伯郎先生です。

　参加者の皆さんの簡単な自己紹介から始まったサ

ロンの一曲目は、クレンゲルの「アンプロンプチュ」。

１０分間の自主練習時間を与えられて、各自、自分の

パートに目を通したあと、アンサンブルの開始とな

りました。パートの交換をして曲を通して弾いた後、

メンバーの田中洋子さんが差し入れてくださったお

菓子で一息。（田中さん、ありがとうございました）

　休憩後は質問コーナーで、各自が日ごろ疑問に

思っていることを先生に教えて頂きました。

　そのまま、なだれこんだ後半のアンサンブルは、

「きらきら星」、パッヘルベルの「カノン」、「Ｇ線上

のアリア」と続き、終了時間が押してしまうほどで

した。

　参加された会員の方からの感想をご紹介します。
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入内島　健（Ｒ－０５２）　

　３月２０日、毛利伯郎さんのチェロサロンに参加し

ました。

　カザルスの公開レッスンを聴かれたという“チェ

ロのお母さん”から中学生まで、十数名の参加でし

たが、密度の高い会になったと思います。

　前半は、１パート２～３人ずつに分れてクレンゲ

ルの四重奏�����������を合奏しながら、要所要所で

先生の分奏指導を受け、曲の仕上げ方を教えて頂き

ました。

　アマチュアチェロ弾きの結婚式でよく聴く曲なの

で、初めてでない方もいらっしゃったのではないか

と思いますが、チェロアンサンブルをプロの先生に

指導して頂けるというのは、なかなか無い経験です。

　後半は、技術に関するいろいろな質問に答えて頂

きました。このような質問の�機会がうまく活かせな

いことも多いのですが、今回は活発に質問が出て、

質問をした方だけでなく、皆がいろいろ学べたと思

います。参加者が持ち寄ったアンサンブル曲も三曲

合奏することができ、皆満足して散会しました。

　毛利先生、事務局やお手伝いの皆様、どうもあり

がとうございました。
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田中　洋子（Ｒ－１５７）　

　「突然、先生が弾くのを止めたんで、あせった

よー！」とＩさん。サントリーホールの駐車場を抜

けながら、たった今、お別れしたばかりの毛利伯郎

先生との“ふれあい”を、ひとりひとり胸にあたた

めて…。楽しかったチェロアンサンブルの響きの余

韻が、右手に持ったチェロの心をふるわせています。

　「自己紹介」で始まった今回のチェロサロン。先生

は、ひとりひとりに優しい目を向け、うなずいて。

そしてすぐにアンサンブル。先生の用意して下さっ

た曲は、クレンゲルの「アンプロンプチュ」（舌をか

みそうですね）。「いったいどんな曲かしら」とワク

ワクしました。

　４つのパート分けは「みんな、好きなところに座

りましょう」ということで、私は低音の４パートに

座りました。

　「あまりビブラートをつけないで、そう、教会のコ

ラールのような響きで。」一瞬、教会の中で祈ってい

るような気持ちになり、まるで高い天井のリハーサ

ル室に、光が射し込んだようでした。とても“おご

そかな響き”で始まった曲が進むと、「付点音符」や

「３連符」のちょっとリズムが難しいところが出て

きました。先生は「Ｃ線の付点音符が重たく聴こえ

るのは、腕だけで弾いているから。（ちょっと私たち

のマネをして）手首を使って弾いてごらんなさい。」

と一緒に何回も練習して下さいました。そして「Ｃ

線を押さえる時は（指板の）外側に向かって押さえ

て、内側にひっぱると、ビリッとした音がきこえる

よ。」あ、そうか。しっかり押さえなきゃと内側にひっ

ぱっていましたね、私。だんだん豊かな音色を感じ

てきました。

　「どうでしょう、休憩の前に一度通しましょう

か？」「はーい」とみんな。先生の目を見つめて、弓

を見つめて「アンプロンプチュ」の演奏が始まりま

した。ふと、先生はチェロを床に置いて立たれまし

た。「あれれ？」今度は先生の隣に座っていたＩさん

を見つめて演奏が続けられました。「ここは、大事な

ところだから」と、パート練習をした部分を思い出

しながら。そして“有名な”メンデルスゾーンの「結

婚行進曲」のメロディーがでてくると、もう、バッ

チリです。見学の方や事務局の方からたくさんの拍

手をいただいて、ぽーっとしてしまいました。まる

でコンサートのような気分でした。

　たくさんの演奏家が練習されている空間。床には

エンドピンをさした跡がたくさんあります。どんな

チェリストが、この跡をつけたのでしょう？とうれ

しくなります。

その後の「お茶のひととき」がどうなったかって？

…そう、みんな打ち解け合って話が弾み、後半のア

ンサンブルへと入ったのでした。
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　これから舞台に第一歩を踏み出すとき…演奏家にとって、最も不安と緊張につつまれる瞬間です。

それまでに自分が準備したものを、十分に発揮して演奏できるだろうか？　今日の聴衆は、はたし

て自分の音楽を受け入れてくれるのだろうか？　心配の種は尽きません。しかし舞台に出てみると、

とても温かい雰囲気を感じ、恐怖感も消え、のびのびと演奏できることがあります。反対に、とて

も冷えた感触を味わう事も、たまにはあります。

　演奏者は、聴衆の応援、親しみ、批判の目、退屈した様子などを一身に浴びて演奏するわけです

から、客席の空気が演奏に影響をおよぼさない筈はありません。舞台の上からは、意外なほど、客

席の様子はわかるものなのです。冷えきった空気をものともせず、その人の熱とエネルギーですぐ

に会場を巻き込んでしまう人もいれば、反対に萎縮してしまって、持てる力の半分も出せなくなっ

てしまう人もいます。なんといっても温かい拍手や、応援してくれる気持ちというのは、演奏家を

勇気づけます。温かく、時には厳しく、集中して聴いてくれる聴衆がいてこそ、演奏家の技量も向

上するのだと思います。このように演奏家に影響を及ぼすという点で、演奏会は映画やテレビとは

決定的に違うものなのです。観客も演奏者の一部と言って差し支えないと思います。そしてこれこ

そが、録音された物では決して伝わることのない、空気の双方向のやりとりと言えるでしょう。ま

さに生演奏の醍醐味ではないでしょうか？

　ときどき、わたしも客席から聴衆の一人として、舞台を眺めます。すると、演奏者の力量によっ

て、空間の大きさに違いを感じる事があります。その人の周囲、わずか数メートル四方の空間で音

楽が完結してしまい、客席まで空気が伝わって来ない時や、反対に会場の隅々までその人のオーラ

が満ちてくる、といったように様々です。偉大な音楽家は、巨大な空間を支配するパワーを持って

います。これは、音量の大きさとは別のものです。また空気には、暖かさ、色、重さ、透明度、密

度、スピード感、刺激性など、いろいろなものを感じる事ができます。すぐれた音楽家ほど、いろ

いろな感触を客席に与えてくれます。それからホールも大切な要素です。ホールを大きな楽器に見

立てれば、演奏者というのは、ヴァイオリンの弦、すなわち振動体にすぎず、楽器の胴体の部分、

つまり共鳴体はホールが受け持っていると考えていいでしょう。ホールが醸し出す雰囲気というの

も、演奏に大きく影響するのではないでしょうか？いずれにしろ、音は空気を伝わっていくという

宿命を持つものなのですから、もっと空気、空間というものに気を遣う必要があるでしょう。

　数十年、数百年の時を経た作曲家の思いがそこによみがえる。それが、音楽の空間を通って客席

に行きわたる。そして舞台と客席が響きの中で感動を共有できる…何と素晴らしいことでしょう！

　この感動的な体験を味わうために、生演奏の会場へ行こうではありませんか。
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○“アンサンブル チェリシム”４人のチェリストたち
　４月１９日（木）�１９：００開演　�紀尾井ホール

全席自由　４０００円
　４月２２日（日）�１７：００開演　�前橋�上毛ホール�

全席自由　３０００円
　４月１７日（火）�１５：３０開演　�
　　モネの庭（高知県北川村）開園一周年記念コンサート
�　【お問合せ】室内楽の夕べ事務局�０３－３４２８－００１０

○ 古川展生 チェロリサイタル 「陶酔のチェロ名曲集」
　４月２０日（金）　１３：３０開演　横浜みなとみらいホール
���【お問合せ】神奈川芸術協会�０４５－４５３－５０８０

○ アルバン・ゲルハルト チェロリサイタル
　４月２６日（木）　１９：００開演　サントリーホール
���【お問合せ】サントリーホール　０３－３５８４－９９９９

○ 第６回 宮崎国際室内音楽祭
　　　　　 ～新たなる世紀への響き～（５／２～１５）
　�５月８日（火）�１９：００開演�ブラームスの夕べ　
　�５月９日（水）�１９：００開演�シューベルトの夕べ�
　�５月１５日（火）�１９：００開演�巨匠たちによるフィナーレ�
　　　　出演：堤剛����、上村昇����、原田禎夫����、他
　　【お問合せ】宮崎県立芸術劇場：０９８５－２８－７７６６

○ ヴィルトゥオーゾ・ソロイスツⅡ
　�５月２５日（金）�１９：００開演�ＪＴアートホール
　　　　　　　�出演：毛利伯郎����、上村昇����、他
　�【お問合せ】ＪＴアートホール室内楽シリーズ事務局�
�　　　　　　　０３－３２６４－８３３８

○ デュオ・ペピチェッリ
　　６月５日（火）�１９：００開演�カザルスホール
　　　　　　　�出演：フランチェスコ・ペピチェッリ����、
�　　　　　　　　　　アンジェロ・ペピチェッリ����
　�【お問合せ】日本経済新聞社総合事業部
�������������������������０３－５２５５－２８４７

○ 藤原真理 チェロ・リサイタル
　�６月１２日（火）�１９：００開演�カザルスホール
　�【お問合せ】コレクタ�０３－３７１１－０９７９

○ ２０世紀の室内楽名曲選Ⅳ 
　ロシアで生まれたソナタを集めて
　�６月１５日（金）�１９：００開演　ＪＴアートホール
　　　　　　　　　出演：向山佳絵子����、練木繁夫����
　�【お問合せ】ＪＴアートホール室内楽シリーズ事務局�
��　　　　　　　０３－３２６４－８３３８

○ フェスティバル･ソロイスツ with イェフィム･ブロンフマン 
　�６月１５日（金）�１９：００開演　サントリーホール
　　　　　　　　　出演：堤剛����、竹澤恭子����、他
　�【お問合せ】サントリーホール　０３－３５８４－９９９９

○ 日本フィルハーモニー交響楽団 第６回大宮定期演奏会
　�７月６日（金）�１９：００開演　大宮ソニックシティ
　　　　　　　　出演：広上淳一（��）、藤原真理（��）
　�【お問合せ】大宮ソニックシティホール
�　　　　　　　�０４８－６４７－７７２２

○ 東京フィルハーモニー交響楽団 第６４９回定期演奏会
　�７月１８日（水）�１９：００開演�オーチャードホール
　�７月１９日（木）�１９：００開演�サントリーホール
　　　　　出演：ヤーノシュ・コヴァーチュ（��）
　　　　　　　　セルゲイ・スロヴァチェフスキー（��）
�����【お問合せ】東京フィルハーモニー交響楽団
��　　　　　　　�０３－５３５３－９５２２
�
○ 東京都交響楽団 プロムナードコンサート No.２９２
　　９月１６日（日）�１４：００開演�サントリーホール
　　　　　　　出演：金聖響（��）、趙�静（��）
�　�【お問合せ】都響ガイド�０３－３８２２－０７２７

○ ウラディーミル・アシュケナージ指揮
　 チェコ・フィルハーモニー管弦楽団
　　１１月１２日（月）�１９：００開演　サントリーホール
�　　　　�出演：スティーヴン・イッサーリス（��）
�　�【お問合せ】梶本音楽事務所�０３－３２８９－９９９９
�　����　　　　　　　　　　　　　０６－６３４５－２７５１
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○ 第３回別府アルゲリッチ音楽祭（４／１４～２２）
　「ミッシャ・マイスキーによる公開チェロマスタークラス」
��　�４月１８日（水）�１８：００開演
　　　　　　　　　　　大分ビーコンプラザ・国際会議室�
���　【お問合せ】別府アルゲリッチ音楽祭実行委員会事務局
�������������������������０９７７－２７－２２９９
�　　　　　　　������������	
�
�	�����������
��

○ 泉の森 チェロ・コントラバスフェスティバル２００１
　 「アマチュアのための
　　チェロ・コントラバスセミナー 公開レッスン」
　　�５月１２日（土）�１３：３０～　
　　　　　　　　　　　チェロ公開レッスン講師：堀了介
　�「第１回�泉の森国際コンクール」
　　�５月８日（火）～１３日（日）
　�「第１回�泉の森ジュニアチェロコンクール」
　　�５月５日（土）、６日（日）
　　　　　　�大阪府泉佐野市立文化会館（泉の森ホール）
　　【お問合せ】�泉佐野市文化振興財団内
��������������「チェロ・コントラバスフェスティバル」事務局
　　　　�����　　０７２４－６９－７１０５
� �������������������	
���
��
���������������	


○ イーストマン音楽学校夏季セミナー in 浜松
��　�８月６日（月）～１５日（水）�アクトシティ浜松
　　　�※夏季セミナーへ参加する以外にも、一般の方は、
　　　　個人レッスン・スタジオクラス・マスタークラス
　　　　を聴講する事ができます。
　　【お問合せ】浜松市アクトシティ音楽院
�　　　　　　　�０５３－４５１－１１５０
　　������������	
��������	�������
�������������	
����

○ クロンベルク アカデミー 第５回チェロ・フェスティバル
　　２００１年１０月２５日（木�～２８日（日）　
　　【お問合せ】クロンベルク・アカデミー
　　　　　　　�＋４９－６１７３－９５００８５

　　�����������	
�
������������������������������
　　　　→事務局にご案内兼申込書があります。あいにく
　　　　　１部だけですが、コピーをお送りしますので、
　　　　　ご希望の方はご連絡ください。
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　３月の評議委員会での討議の結果、２００１年度分より

年会費の金額が変わります。

　　　　　　　 〈変更前〉　　　〈変更後〉

　正　会　員　　 １０,０００円　　→　６,０００円

　学生会員　　　 ５,０００円　　→　３,０００円　 

　・賛助法人会員の額には変更はありません。

　・２００１年度更新を頂いた方から新年度会員証と名簿

　　をお送りさせて頂きます。

　かねてよりご連絡しておりましたように、２００１年度

から全会員、更新時期を４月に統一させて頂きます。 

同封のご案内をお読み頂いた上で、下記の口座へのお

振り込みをお願いいたします。

　　 

【お振り込み先】

　　富　　士　　銀　　行　神谷町支店　普通　２７１２６７３

　　三井住友銀行　赤　坂　支　店　普通　７９０９０３８

　　　口座名義「日本チェロ協会」

　　　　　 

　銀行からご入金を頂いた方は、振込み控えが領収書

の代わりとなりますので大事に保管ください。

　現金にてお納め頂いた方は、事務局より領収書を送

付致します。

　なお、２０００年度分までの更新がお済みでない方は、

早急に手続きをお願いいたします。

　ご入金を頂けない場合は、自動的に退会手続きを取

らせて頂く場合がございます。
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　��������にて、チェロ協会のプロの先生方へのイン
タビュー企画を計画中です。
　ついては、会員の中からインタビュアーを募集します。
プロの方のチェロに対する姿勢や自己管理方法、数ある
楽器の中からどうしてチェロを選んだのか等々、みなさ
んが普段知りたいことをこの機会に聞いてみませんか？

　ひょっとすると、日頃うまく弾けない曲についてアド
バイスを頂いてしまったりできる?!・・・かどうかはわ
かりませんが興味のある方、事務局までご連絡ください。
また、どなたにインタビューしたいかご希望があれば、
あわせてお知らせください。　　

���������	




　前号でお知らせしました７月２６日～２９日に神戸で行わ
れる神戸チェロフェスティバルをリポートしてくれる方
を募集します。
　こちらも、ご協力頂ける方は事務局までご連絡くださ
い。
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　原稿締め　�７月３１日（火）　�発送�８月３１日（金）

　コンサートのちらし等の同送をご希望の方は８月１５日
（水）までに事務局宛にお送りください。
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　めっきり、暖かくなってきました。事務局の周辺の桜も、

毎年見事な花を見せてくれます。

　学生時代からのひそかな願望は、温泉に入りながら、満

開の桜を眺めつつ、お酒をちびりちびり…というものでし

た。が、現実には会報の締め切りが気になって、お花見と

いう気分には程遠く…。

　チェロに関して、皆さんの投稿をお待ちしています。ど

んな切り口でも結構です。

　双方向で情報のやり取りができる会員参加型の会報にし

ていきたいと思っています。

　また、紙面上で扱って欲しいことがありましたら、ご意

見をお寄せ下さい！

　力不足な点もありますが、可能な限り皆さんのご要望に

お応えしていきたいと思います。
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